
オフオン＆臨港病
院職員

の

臨港病
院職員

の

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
当

院
職
員
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
、
仕
事
や
オ
フ
タ
イ
ム
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ

の
職
員
の
お
気
に
入
り
や
、

行
っ
て
み
た
い
ス
ポ
ッ
ト
な

ど
で
話
を
伺
い
、
地
域
情
報

も
お
伝
え
す
る
欲
張
り
企
画

（
笑
）
で
す
。

Ｏ
Ｎ

― 

お
二
人
は
医
事
課
の
事
務
職
員
で
も
、
受
付
や
外
来
で
は
な

く
病
棟
に
お
ら
れ
ま
す
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を

さ
れ
て
い
ま
す
か
？

（
髙
橋
）
病
棟
の
「
ク
ラ
ー
ク
」
と
し
て
、
入
退
院
に
関
す
る
も

ろ
も
ろ
の
準
備
、
病
棟
に
か
か
っ
て
き
た
電
話
の
応
対
、
書
類

の
管
理
や
整
理
な
ど
の
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

― 

患
者
さ
ん
や
面
会
の
方
に
応
対
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
か
？

（
阿
部
）
ご
面
会
に
来
ら
れ
た
方
へ
病
室
を
ご
案
内
し
た
り
、
看
護

師
へ
の
取
り
次
ぎ
、
入
院
費
に
関
し
て
の
ご
説
明
や
診
断
書
や
証

明
書
な
ど
の
書
類
に
関
す
る
お
尋
ね
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

― 

仕
事
上
心
が
け
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
髙
橋
）
誤
り
が
無
い
よ
う
、
自
己
判
断
だ
け
に
頼
ら
ず
、
病
棟

の
看
護
師
な
ど
と
相
互
確
認
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

（
阿
部
）
自
分
か
ら
す
す
ん
で
挨
拶
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
病
棟
で
の
情
報
が
院
内
の
関
連
部
署
と
共
有
で
き
る
よ
う

「
早
め
の
連
絡
」
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

― 

こ
れ
か
ら
の
仕
事
上
の
抱
負
を
ど
う
ぞ
。

（
髙
橋
）
皆
さ
ん
に
頼
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努
め
た
い
で
す
。

（
阿
部
）
関
連
す
る
と
こ
ろ
へ
の
マ
メ
な
連
絡
を
行
っ
て
、「
か
ゆ

い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く
」
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｏ
Ｆ
Ｆ

― 

休
日
・
オ
フ
タ
イ
ム
の
過
ご
し
方
は
？

（
髙
橋
）
３
歳
の
息
子
、
家
族
と
一
緒
に
買
い
物
に
行
く
こ
と
が

多
い
で
す
ね
。
子
ど
も
の
買
い
物
と
い
う
よ
り
は
、
親
の
買
い

物
に
子
ど
も
に
付
き
合
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
す

ね
。
あ
と
、
い
ま
さ
ら
み
た
い
で
す
が
、
韓
流
ド
ラ
マ
に
は
ま

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
映
画
鑑
賞
も
好
き
で
す
よ
。

（
阿
部
）
私
は
小
学
生
の
こ
ろ
に
始
め
た
剣
道
を
続
け
て
い
て
、

休
日
も
道
場
や
学
校
の
子
供
へ
指
導
や
応
援
に
行
っ
て
い
ま
す
。

自
分
も
年
に
二
回
く
ら
い
大
会
に
出
た
り
し
て
い
ま
す
。
あ
と
は

友
達
と
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
た
り
…
で
す
ね
。 

― 

さ
て
、
２
０
１
５
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
「
や
っ
て
み

た
い
こ
と
」
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
阿
部
）
私
は
富
士
山
に
登
っ
て

み
た
い
で
す
。

（
髙
橋
）
家
族
み
ん
な
で
、
海
外

旅
行
に
行
き
た
い
で
す
！

（
阿
部
）ど
こ
に
行
き
た
い
で
す
か
？

（
髙
橋
）
や
っ
ぱ
り
韓
国
か
な
…

（
笑
）、
あ
と
ア
メ
リ
カ
。
家
族
で

ミ
ッ
キ
ー
が
好
き
な
の
で
デ
ィ
ズ

ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
ハ
リ
ウ
ッ
ド
に

行
っ
て
み
た
い
で
す
。

今
回
の
職
員

阿
部 

理
美 

さ
ん

　（
写
真
右
・
事
務
部 

医
事
課
）

髙
橋 

恵 

さ
ん

　（
写
真
左
・
事
務
部 

医
事
課
）

連載 第11回

プチレストラン Nomakichi（ノマキチ）
東区河渡本町22-16-3　TEL 271-9225
営業時間 11：30～14：30（ラストオーダー）
　　　　 17：30～21：00（ラストオーダー）
定 休 日 水曜、第３火曜
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今
回
は
当
院
か
ら
車
で
約
10
分
、
東
区
河
渡
本
町
の
「
ノ
マ
キ

チ
」
さ
ん
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
雑
誌
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
も
多
い
有
名
店
で
す
。
髙
橋
さ
ん
、
阿
部
さ
ん
も
「
ず
っ

と
気
に
な
っ
て
い
た
」
と
の
こ
と
で
、
今
回
初
め
て
の
訪
問
と

な
り
ま
し
た
。

　
お
二
人
は
と
も
に
、
た
ら
こ
ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ス
の
オ
ム
ラ
イ
ス

を
注
文
（
写
真
上
、
サ
ラ
ダ
・
ス
ー
プ
の
セ
ッ
ト
で
税
込
９
９
４

円
）。
料
理
の
か
わ
い
ら
し
い
見
た
目
と
美
味
し
さ
、
お
店
の
雰
囲

気
に
と
て
も
満
足
さ
れ
、「
ま
た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
来
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
ハ
ン
バ
ー
グ
や
ド
リ
ア
、
パ
ス
タ
、
若
鶏
も
も

肉
の
ソ
テ
ー
（
写
真
中
、
セ
ッ
ト
で
税
込
１
０
５
８
円
）
な
ど
、

ラ
ン
チ
セ
ッ
ト
は
種
類
も
豊
富
に
揃
っ
て
い
ま
し
た
。

ランチタイム食事注文時に「臨港病院の広報誌を見
た」と伝えていただくと、ランチドリンクがサービ
スになります。（平成27年４月末まで）

新潟臨港病院
広報誌

■ 発行日：平成27年（2015年）1月26日
■ 発行人：新潟臨港病院 院長　湊　泉
■ 編　集：新潟臨港病院 広報委員会・地域連携センター企画広報室
〒950-0051  新潟市東区桃山町1丁目114番地3
TEL 025-274-5331（代）　FAX 025-274-4560　URL http://www.rinko-hp.com

●広報誌「みなと」に関するご意見・ご感想は、
　地域連携センター企画広報室  宛にお寄せ下さい。

みなとNo.40

外来診療案内

当院の外来休診日 ●土曜、日曜、祝祭日　●年末年始（12/30 ～１/３）　●創立記念日の午後（5月22日）　●８月13日

新潟臨港病院 平成27年２月予定

■ 重症・救急の場合を除き、予約の方の診療を優先しています。　■ 当日受付（予約無）で２科受診される方は１０：００までに受付においでください。

当院は日本医療機能評価機構の
医療機能評価認定病院です

●地域に貢献する病院

●地域に根ざしたトータル医療の提供
●生活習慣病や高齢化社会に対応した医療の提供
●予防医療の推進　●プライマリケアの実現
●ゆとりある空間の提供  ●朗らかで明るい職場づくり

理   念
基本方針

診療科 受付時間 月 火 水 木 金

内　科

午　前
8:30～11:00

一般内科・呼吸器・新患
4診  窪田　由希子

一般内科・呼吸器・新患
4診  窪田　由希子

一般内科・呼吸器・新患
4診  窪田　由希子

一般内科・呼吸器・新患
4診  窪田　由希子

消化器
4診  窪田　智之

消化器
5診  風間　咲美

消化器
5診  鈴木　裕

消化器
5診  井上　聡

消化器
5診  井上　聡

消化器
5診  鈴木　裕

腎臓
6診  大澤　豊
※診察は9：30から

腎臓
6診  大澤　豊
※診察は11：00から

6診  新大医師
※第1・3・5水曜のみ診察（予約のみ）

消化器
6診  窪田　智之

腎臓
6診  吉澤　和孝

一般内科・新患
7診  新大医師

呼吸器
7診  坂井　邦彦

一般内科・新患
7診  新大医師

呼吸器
7診  坂井　邦彦

一般内科・新患
7診  新大医師

呼吸器
8診  桶谷　典弘

呼吸器
8診  筒井　奈々子

腎臓
8診  霜鳥　孝
※診察は9：30から

呼吸器
8診  桶谷　典弘

呼吸器
8診  筒井　奈々子

─ ─ 13診  岡田　雅美
※第２・４水曜は６診で診察 ─ ─

午　後
予約制

（専門外来）
診療時間は
13:30～16:00
睡眠時無呼吸
症候群外来は
治療中の方対象

腎臓
8診  霜鳥　孝

※再来予約制

腎臓
6診  吉澤　和孝

※再来予約制

腎臓
6診  大澤　豊

※予約制

消化器
5診  風間　咲美
※診察室が変更になる場合があります

※再来予約制

─

─ ─
睡眠時無呼吸

7診  坂井　邦彦
※予約制

糖尿病
6診  村山　悟

※予約制
─

─ ─
呼吸器

8診  桶谷　典弘
※再来予約制（第3水曜は休診）

睡眠時無呼吸
8診  筒井　奈々子

※再来予約制
─

外科・こう門外科 午　前
8:30～11:00

9診  小林　孝
こう門外科紹介外来
9診  小林　孝

※予約制
9診  渡邊　隆興 9診  小林　孝 9診  渡邊　隆興

10診  八木　寛 10診  八木　寛 ─ 10診  渡邊　隆興 ─

整形外科
午　前

8:30～11:00
手の外科は外傷急患
以外は予約の方のみ

1診  佐藤　朗
※再来

1診  新大医師
※新患担当

1診  堀米　洋二
※再来

1診  植木　将人
※新患担当

1診  佐藤　朗
※再来

手の外科
2診  植木　将人

※予約制

手の外科
2診  松崎　浩徳

※予約制

手の外科
2診  松崎 または 植木

※予約制

2診  湊　　泉
※再来

手の外科
2診  松崎　浩徳

※予約制

11診  湊　　泉
※新患担当

14診  湊　　泉
※再来

10診  佐藤　朗
※新患担当 ─ 10診  堀米　洋二

※新患担当

眼　科 午　前
8:30～11:00 15診  橋本　昌美 15診  橋本　昌美 15診  橋本　昌美 15診  橋本　昌美 15診  橋本　昌美

産婦人科 午　前
8:30～11:00 14診  西山　藤司夫 ─ 14診  西山　藤司夫 14診  西山　藤司夫

　※2月中は休診
14診  西山　藤司夫

皮膚科 午　前
8:30～11:00 ─ 11診  坂本　ふみ子 11診  坂本　ふみ子 ─ 11診  坂本　ふみ子

歯科口腔外科

午　前
8:30～11:00 16診  岡野　篤夫 16診  岡野　篤夫 16診  岡野　篤夫 16診  岡野　篤夫 16診  岡野　篤夫

午　後
13:30～16:00
診療時間は14:00～16:00

16診  岡野　篤夫 16診  岡野　篤夫 義歯
16診  大学医師 16診  岡野　篤夫 16診  岡野　篤夫

泌尿器科

午　前
8:30～11:00 ─ 13診  糸井　俊之 13診  糸井　俊之

※第２・４水曜のみ診察
13診  新井　啓 13診  伊佐早　悦子

午　後
13:00～16:00㈪
13:00～15:00㈮
診療時間は13:30～16:00

13診  糸井　俊之 ─ ─ ─
女性泌尿器科外来

13診  伊佐早　悦子
※受付15:00まで

耳鼻咽喉科
午　後

13:00～16:00
診療時間は14:00～16:00

─ 12診  新大医師 ─ 12診  新大医師 ─

診察室 は診察室番号です。

http://www.rinko-hp.com

Niigata Rinko Hospital
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12月17日（水）、恒例のクリスマスコ
ンサートを１階エントランスロビーで
開催しました。
りゅーとぴあ（新潟市芸術文化会館）
専属オルガニストの山本真希さん、フ
ルート奏者の仲野享子さん、新潟市
ジュニア合唱団の皆さんにご出演い
ただきました。
ご出演の皆さま、りゅーとぴあスタッ
フの皆さま、ならびに天候の悪い中ご
来場下さった多くの皆さま、ありがと
うございました。

TOPICS
・薬剤師の病棟常駐が始まりましたINFORMATION

●●●●● 臨港病院職員のオン&オフ（第11回）

年頭ご挨拶

新潟臨港病院 外来診療案内
平成27年２月予定

ドクターズメモ vol.37
前立腺肥大症の治療法のいろいろ　泌尿器科　糸井 俊之 医師

（１月着任）新しい医師を紹介します

クリスマスコンサートを開催しました

当院ホームページ 当院
Facebookページ［スマートフォンにも対応］
ぜひ「いいね！」を！

吉
よし
澤
ざわ
 和
かず
孝
たか
 医師（内科・腎臓内科）

患者さんから学ぶという姿勢を堅持し、皆様の
お役にたてれば幸いと思っております。
よろしくお願いいたします。

読者
特典



年頭ご挨拶

vol.37ドク ータ
メモ
ズ

前立腺肥大症の治療
法の

いろいろ
泌尿器科　糸 井  俊 之 医師

TOPICS

前
立
腺
肥
大
症
と
は
膀
胱
の
下
部
に
あ
る
前
立
腺
が

肥
大
し
て
尿
道
を
圧
迫
し
、
排
尿
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
症
状
を
引
き
起
こ
す
病
気
で
す
（
図
１・
２
）。
前
立

腺
肥
大
症
の
患
者
数
は
増
え
続
け
て
お
り
、
現
在
で
は

50
歳
以
上
の
男
性
の
2
割
以
上
が
罹
患
し
て
い
ま
す
。

前
立
腺
が
肥
大
す
る
原
因
は
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
男
性
ホ
ル
モ
ン
を
含
む
性
ホ
ル
モ
ン
の
変
化

や
加
齢
が
関
与
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

前
立
腺
肥
大
症
の
治
療
は
、
薬
物
治
療
と
手
術
療
法

に
大
別
さ
れ
ま
す
。
一
般
的
に
は
ま
ず
薬
物
治
療
が
行
わ

れ
、
効
果
が
不
十
分
な
場
合
に
手
術
療
法
を
選
択
し
ま
す
。

薬
物
治
療
と
し
て
は
、
前
立
腺
平
滑
筋
に
分
布
す
る

交
感
神
経
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
り
前
立
腺
平
滑

筋
の
緊
張
を
緩
め
て
尿
道
の
圧
迫
を
解
除
す
る
α
1
遮

断
薬
が
第
一
選
択
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。
他
に
前

立
腺
自
体
を
縮
小
す
る
ホ
ル
モ
ン
剤
や
前
立
腺
の
む
く

み
・
炎
症
を
と
る
植
物
製
剤
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
治

療
し
ま
す
。

手
術
療
法
に
は
開
腹
手
術
と
内
視
鏡
手
術
が
あ
り
ま

す
。
大
き
な
前
立
腺
肥
大
の
場
合
に
は
開
腹
手
術
を
行

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
通
常
は
尿
道
か
ら
内
視
鏡
を

挿
入
し
て
電
気
メ
ス
で
前
立
腺
を
切
除
す
る
「
経
尿
道

的
前
立
腺
切
除
術
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
最
近
で
は
レ
ー

ザ
ー
を
用
い
た
新
し
い
内
視
鏡
手
術
（
経
尿
道
的
前
立

腺
核
出
術
：HoLEP

）
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
（
図
３
）。

こ
の
手
術
で
は
、
出
血
や
再
発
を
防
ぎ
や
す
く
な
り
ま

す
。
当
院
で
も
昨
年
5
月
よ
り
導
入
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
20
例
の
方
に
行
っ
て
い
ま
す
。

他
に
心
臓
病
な
ど
の
合
併
症
の
た
め
手
術
が
困
難
な

場
合
、
前
立
腺
肥
大
に
よ
り
圧
迫
さ
れ
た
尿
道
に
金
属

製
の
筒
状
の
も
の
を
入
れ
る
「
尿
道
ス
テ
ン
ト
留
置
」

を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
2
〜
3
年
毎
の
交
換
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

前
立
腺
肥
大
症
に
対
す
る
治
療
法
は
多
岐
に
渡
り
ま

す
。
患
者
さ
ん
の
自
覚
症
状
及
び
他
覚
症
状
に
加
え
、

年
齢
や
全
身
状
態
を
考
慮
し
て
治
療
法
を
決
定
し
て
い

ま
す
。

私
た
ち
薬
剤
師
が
２
０
１
５
年

1
月
か
ら
全
て
の
病
棟
に
常
駐
し
て

い
ま
す
。

患
者
様
の
中
に
は
、「
お
薬
は
調

剤
薬
局
で
も
ら
う
の
が
当
た
り
前
の

時
代
に
、
病
院
の
薬
剤
師
は
ど
ん
な

仕
事
を
し
て
い
る
の
か
？
」
と
疑
問

に
思
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

私
た
ち
病
院
薬
剤
師
の
仕
事
は
、

患
者
様
の
入
院
中
の
お
薬
や
点
滴
の

準
備
、
抗
が
ん
剤
の
調
製
、
病
室
に

お
伺
い
し
て
の
お
薬
の
飲
み
方
や
副

作
用
の
説
明
な
ど
で
す
。

新
し
い
仕
事
と
し
て
病
棟
に
常
駐

す
る
こ
と
に
よ
り
患
者
様
の
状
態
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
、
最
適
な
薬
物
療
法
を
提
供
で

き
る
体
制
に
な
り
ま
し
た
。
医
薬
品

の
適
正
使
用
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
有
効
性
、
安
全
性
の
向
上
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
薬
あ
る
と
こ
ろ
薬
剤
師
あ
り
」

薬
に
対
し
て
私
た
ち
薬
剤
師
が
責
任

を
持
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
ス

タ
ッ
フ
と
連
携
し
、
そ
の
中
で
処
方

支
援
等
の
専
門
性
を
活
か
し
な
が
ら

病
棟
薬
剤
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
１
５
年
頭
に
当
た
り

 

院
長
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泉

地
域
包
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人
と
人
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の
絆
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ム
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長
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看
護
部
長
　
白
川 

悦
子

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

臨
港
病
院
は
本
年
も
引
き
続
き

地
域
の
皆
様
に
安
全
で
良
質
な
医

療
を
提
供
し
、
皆
様
が
安
心
し
て

健
康
に
過
ご
せ
る
よ
う
つ
と
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

外
来
に
つ
い
て
は
、
電
子
カ
ル

テ
を
導
入
し
て
以
来
、
カ
ル
テ
準
備
、
会
計
処
理
な
ど
事
務
的
作

業
は
大
幅
に
効
率
が
よ
く
な
り
、
受
付
会
計
処
理
の
時
間
が
短
く

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
診
察
の
受
け
方
が
変
わ
り
患
者

さ
ん
は
戸
惑
わ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
わ
か
り
や
す
い

ご
案
内
を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
大
事
な
個

人
情
報
を
安
全
に
管
理
す
る
と
と
も
に
、
電
子
カ
ル
テ
の
障
害
時

の
対
策
等
を
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

入
院
で
は
薬
剤
師
の
病
棟
で
の
業
務
を
増
や
し
、
以
前
に
ま
し

て
安
全
に
薬
を
お
使
い
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま

で
は
薬
剤
管
理
の
一
部
を
看
護
師
が
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の

業
務
が
軽
減
さ
れ
、
よ
り
一
層
看
護
業
務
に
注
力
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

病
気
の
診
断
法
、
治
療
法
は
年
々
多
様
化
、
高
度
化
し
て
い
ま

す
が
、
当
院
で
も
最
新
の
情
報
を
取
り
入
れ
多
く
の
患
者
さ
ん
に

満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。
し
か
し
、
年
々
外
来
患

者
さ
ん
が
増
え
、
新
規
の
患
者
さ
ん
や
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
が

で
き
な
い
状
況
が
で
て
き
て
い
ま
す
。
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
増
や
せ

れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
医
師
、
看
護
師
と
も
不
足
し
て
お
り
簡
単

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
外
来
診
療
で
済
ま
せ
ら
れ
る
場
合

は
診
療
所
で
、
精
密
検
査
や
入
院
が
必
要
な
場
合
は
病
院
へ
、
と

い
う
よ
う
に
診
療
所
と
病
院
を
う
ま
く
使
っ
て
い
た
だ
く
病
診
連

携
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ご
自
宅
近
く
の
診
療

所
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

節
は
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
当
院
の
診
療
の
質
、
管
理
体
制
が
全
国
の
他
の
病
院

と
比
べ
て
ど
の
程
度
な
の
か
を
知
る
た
め
に
、
病
院
機
能
評
価
を

受
け
ま
す
。
今
回
は
５
年
ぶ
り
、
２
回
目
の
更
新
申
請
で
す
。
申

請
準
備
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
第
三
者
の
目
で
当
院
を
評

価
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
必
要
な
取
り
組
み
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
本
年
も
職
員
一
同
で
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
が
ん
ば
っ

て
い
き
ま
す
の
で
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
素
は
、
当
院
の
診
療
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
よ
り
は
じ
ま
り
ま

し
た
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革

で
す
が
、
消
費
税
の
増
税
時
期
の
見
直
し
に
伴
い
、
平
成
27
年
度
は

社
会
保
障
費
へ
の
充
当
資
金
が
当
初
計
画
よ
り
４
５
０
０
億
円
程
度

減
少
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
既
に
介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
が
報
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。
社
会
保
障
費
の
増
加
の
背
景
に
あ
る
の
が
、
急
速

な
高
齢
化
の
進
展
と
そ
れ
に
よ
る
人
口
の
減
少
で
す
が
、
実
際
に
ど

の
程
度
な
の
か
、
当
院
か
ら
半
径
３
㎞
以
内
の
地
域
に
つ
い
て
調
べ

て
み
ま
し
た
。
人
口
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
０
年
の
時
点
で
、
約

６
万
８
４
０
０
人
の
方
が
お
住
ま
い
で
し
た
が
、
高
齢
化
の
ピ
ー
ク

と
さ
れ
る
２
０
２
５
年
に
は
、
約
６
万
１
６
０
０
人
に
減
少
す
る
と

予
測
さ
れ
て
お
り
、
65
歳
以
上
の
方
の
割
合
は
２
０
１
０
年
の
27
・

５
％
か
ら
２
０
２
５
年
に
は
35
・
１
％
に
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。
２
０
２
５
年
以
降
は
ど
う
か
と
い
う
と
65
歳
以
上
の
方
の

人
口
は
大
き
く
か
わ
り
ま
せ
ん
が
、
全
体
の
人
口
が
さ
ら
に
減
少
し

て
い
く
た
め
、
65
歳
以
上
の
方
の
割
合
は
増
加
し
、
２
０
４
０
年
に

は
約
40
％
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
限

ら
れ
た
医
療
資
源
で
対
応
し
て
い
く
た
め
、
医
療
機
関
を
機
能
別
に

分
類
し
役
割
分
担
し
て
い
く
と
と
も
に
在
宅
ケ
ア
と
の
連
携
を
ス

ム
ー
ス
に
行
う
た
め
、「
地
域
包
括
ケ
ア
」
と
し
て
、
小
中
学
校
区

の
単
位
で
関
係
者
が
集
ま
り
、
高
齢
者
の
方
を
見
守
り
な
が
ら
、
適

切
な
医
療
や
介
護
が
受
け
ら
れ
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
院
も
病
院
の
他
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
を
運
営
し
て
お
り
、
地
域
の
診
療
所
の
先
生
方
、
ま
た

介
護
施
設
、
訪
問
事
業
者
の
方
と
連
携
し
、「
地
域
包
括
ケ
ア
」
の

充
実
に
寄
与
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
「
よ
り
良
い
医
療
を
、
よ
り
安
く
、
よ
り
多
く
の
方
に
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

昨
年
、
日
本
各
地
で
は
広
島
の

土
砂
災
害
や
御
嶽
山
の
噴
火
な

ど
自
然
災
害
に
よ
り
多
く
の
人

が
命
を
落
と
し
ま
し
た
。
報
道
を

通
し
て
人
と
人
と
の
絆
を
再
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

看
護
部
で
は
昨
年
、
新
仁
会
グ
ル
ー
プ
看
護
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
特
別
発
表
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
研
究
発
表
を
通
し
て
、

看
護
の
専
門
性
や
、
ケ
ア
を
繋
ぐ
連
携
す
る
力
、
英
知
に
基
づ
い

た
創
造
す
る
力
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、

全
国
ど
こ
で
も
『
看
護
』
は
変
わ
ら
ず
、
同
じ
目
標
を
持
っ
た
素

晴
ら
し
い
仲
間
が
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

昨
年
４
月
に
就
職
し
た
新
卒
者
は
、
社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー

と
、看
護
師
と
し
て
の
知
識
や
技
術
を
自
分
の
物
に
し
よ
う
と
日
々

奮
闘
を
し
て
い
ま
す
。
経
験
や
失
敗
か
ら
沢
山
の
学
び
を
得
て『
看

護
』
を
考
え
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

８
月
に
は
日
越
経
済
協
力
に
よ
る
、
ベ
ト
ナ
ム
人
看
護
師
候
補

生
が
新
た
な
メ
ン
バ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
２
月
に
実
施
さ
れ
る
看

護
師
国
家
試
験
に
む
け
て
現
在
猛
勉
強
中
で
す
。

看
護
は
、
看
護
師
一
人
一
人
が
ケ
ア
を
繋
ぐ
力
が
大
切
で
あ
り
、

人
と
人
と
の
絆
に
よ
っ
て
チ
ー
ム
と
し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

経尿道的に肥大した腺腫を
ホルミウムレーザーで剥離する

ホルミウム
レーザー

モルセレーター

腺腫を剥離

腺腫を膀胱内へ核出

膀胱外へ摘出

尿道
膀胱膀胱

核出した腺腫を膀胱内へ落とす

モルセレーターで線腫を細片化し
吸引して摘出する
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前立腺肥大症の治療
法の

いろいろ
泌尿器科　糸 井  俊 之 医師

TOPICS

前
立
腺
肥
大
症
と
は
膀
胱
の
下
部
に
あ
る
前
立
腺
が

肥
大
し
て
尿
道
を
圧
迫
し
、
排
尿
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
症
状
を
引
き
起
こ
す
病
気
で
す
（
図
１・
２
）。
前
立

腺
肥
大
症
の
患
者
数
は
増
え
続
け
て
お
り
、
現
在
で
は

50
歳
以
上
の
男
性
の
2
割
以
上
が
罹
患
し
て
い
ま
す
。

前
立
腺
が
肥
大
す
る
原
因
は
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
男
性
ホ
ル
モ
ン
を
含
む
性
ホ
ル
モ
ン
の
変
化

や
加
齢
が
関
与
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

前
立
腺
肥
大
症
の
治
療
は
、
薬
物
治
療
と
手
術
療
法

に
大
別
さ
れ
ま
す
。
一
般
的
に
は
ま
ず
薬
物
治
療
が
行
わ

れ
、
効
果
が
不
十
分
な
場
合
に
手
術
療
法
を
選
択
し
ま
す
。

薬
物
治
療
と
し
て
は
、
前
立
腺
平
滑
筋
に
分
布
す
る

交
感
神
経
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
り
前
立
腺
平
滑

筋
の
緊
張
を
緩
め
て
尿
道
の
圧
迫
を
解
除
す
る
α
1
遮

断
薬
が
第
一
選
択
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。
他
に
前

立
腺
自
体
を
縮
小
す
る
ホ
ル
モ
ン
剤
や
前
立
腺
の
む
く

み
・
炎
症
を
と
る
植
物
製
剤
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
治

療
し
ま
す
。

手
術
療
法
に
は
開
腹
手
術
と
内
視
鏡
手
術
が
あ
り
ま

す
。
大
き
な
前
立
腺
肥
大
の
場
合
に
は
開
腹
手
術
を
行

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
通
常
は
尿
道
か
ら
内
視
鏡
を

挿
入
し
て
電
気
メ
ス
で
前
立
腺
を
切
除
す
る
「
経
尿
道

的
前
立
腺
切
除
術
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
最
近
で
は
レ
ー

ザ
ー
を
用
い
た
新
し
い
内
視
鏡
手
術
（
経
尿
道
的
前
立

腺
核
出
術
：HoLEP

）
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
（
図
３
）。

こ
の
手
術
で
は
、
出
血
や
再
発
を
防
ぎ
や
す
く
な
り
ま

す
。
当
院
で
も
昨
年
5
月
よ
り
導
入
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
20
例
の
方
に
行
っ
て
い
ま
す
。

他
に
心
臓
病
な
ど
の
合
併
症
の
た
め
手
術
が
困
難
な

場
合
、
前
立
腺
肥
大
に
よ
り
圧
迫
さ
れ
た
尿
道
に
金
属

製
の
筒
状
の
も
の
を
入
れ
る
「
尿
道
ス
テ
ン
ト
留
置
」

を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
2
〜
3
年
毎
の
交
換
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

前
立
腺
肥
大
症
に
対
す
る
治
療
法
は
多
岐
に
渡
り
ま

す
。
患
者
さ
ん
の
自
覚
症
状
及
び
他
覚
症
状
に
加
え
、

年
齢
や
全
身
状
態
を
考
慮
し
て
治
療
法
を
決
定
し
て
い

ま
す
。

私
た
ち
薬
剤
師
が
２
０
１
５
年

1
月
か
ら
全
て
の
病
棟
に
常
駐
し
て

い
ま
す
。

患
者
様
の
中
に
は
、「
お
薬
は
調

剤
薬
局
で
も
ら
う
の
が
当
た
り
前
の

時
代
に
、
病
院
の
薬
剤
師
は
ど
ん
な

仕
事
を
し
て
い
る
の
か
？
」
と
疑
問

に
思
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

私
た
ち
病
院
薬
剤
師
の
仕
事
は
、

患
者
様
の
入
院
中
の
お
薬
や
点
滴
の

準
備
、
抗
が
ん
剤
の
調
製
、
病
室
に

お
伺
い
し
て
の
お
薬
の
飲
み
方
や
副

作
用
の
説
明
な
ど
で
す
。

新
し
い
仕
事
と
し
て
病
棟
に
常
駐

す
る
こ
と
に
よ
り
患
者
様
の
状
態
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
、
最
適
な
薬
物
療
法
を
提
供
で

き
る
体
制
に
な
り
ま
し
た
。
医
薬
品

の
適
正
使
用
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
有
効
性
、
安
全
性
の
向
上
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
薬
あ
る
と
こ
ろ
薬
剤
師
あ
り
」

薬
に
対
し
て
私
た
ち
薬
剤
師
が
責
任

を
持
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
ス

タ
ッ
フ
と
連
携
し
、
そ
の
中
で
処
方

支
援
等
の
専
門
性
を
活
か
し
な
が
ら

病
棟
薬
剤
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
１
５
年
頭
に
当
た
り

 

院
長
　
湊
　
泉

地
域
包
括
ケ
ア
の
充
実
に
向
け
て

 

事
務
局
長
　
奥
田 

敏
博

人
と
人
と
の
絆
が
チ
ー
ム
の
成
長
に

 

看
護
部
長
　
白
川 

悦
子

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

臨
港
病
院
は
本
年
も
引
き
続
き

地
域
の
皆
様
に
安
全
で
良
質
な
医

療
を
提
供
し
、
皆
様
が
安
心
し
て

健
康
に
過
ご
せ
る
よ
う
つ
と
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

外
来
に
つ
い
て
は
、
電
子
カ
ル

テ
を
導
入
し
て
以
来
、
カ
ル
テ
準
備
、
会
計
処
理
な
ど
事
務
的
作

業
は
大
幅
に
効
率
が
よ
く
な
り
、
受
付
会
計
処
理
の
時
間
が
短
く

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
診
察
の
受
け
方
が
変
わ
り
患
者

さ
ん
は
戸
惑
わ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
わ
か
り
や
す
い

ご
案
内
を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
大
事
な
個

人
情
報
を
安
全
に
管
理
す
る
と
と
も
に
、
電
子
カ
ル
テ
の
障
害
時

の
対
策
等
を
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

入
院
で
は
薬
剤
師
の
病
棟
で
の
業
務
を
増
や
し
、
以
前
に
ま
し

て
安
全
に
薬
を
お
使
い
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま

で
は
薬
剤
管
理
の
一
部
を
看
護
師
が
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の

業
務
が
軽
減
さ
れ
、
よ
り
一
層
看
護
業
務
に
注
力
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

病
気
の
診
断
法
、
治
療
法
は
年
々
多
様
化
、
高
度
化
し
て
い
ま

す
が
、
当
院
で
も
最
新
の
情
報
を
取
り
入
れ
多
く
の
患
者
さ
ん
に

満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。
し
か
し
、
年
々
外
来
患

者
さ
ん
が
増
え
、
新
規
の
患
者
さ
ん
や
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
が

で
き
な
い
状
況
が
で
て
き
て
い
ま
す
。
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
増
や
せ

れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
医
師
、
看
護
師
と
も
不
足
し
て
お
り
簡
単

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
外
来
診
療
で
済
ま
せ
ら
れ
る
場
合

は
診
療
所
で
、
精
密
検
査
や
入
院
が
必
要
な
場
合
は
病
院
へ
、
と

い
う
よ
う
に
診
療
所
と
病
院
を
う
ま
く
使
っ
て
い
た
だ
く
病
診
連

携
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ご
自
宅
近
く
の
診
療

所
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

節
は
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
当
院
の
診
療
の
質
、
管
理
体
制
が
全
国
の
他
の
病
院

と
比
べ
て
ど
の
程
度
な
の
か
を
知
る
た
め
に
、
病
院
機
能
評
価
を

受
け
ま
す
。
今
回
は
５
年
ぶ
り
、
２
回
目
の
更
新
申
請
で
す
。
申

請
準
備
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
第
三
者
の
目
で
当
院
を
評

価
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
必
要
な
取
り
組
み
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
本
年
も
職
員
一
同
で
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
が
ん
ば
っ

て
い
き
ま
す
の
で
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
素
は
、
当
院
の
診
療
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
よ
り
は
じ
ま
り
ま

し
た
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革

で
す
が
、
消
費
税
の
増
税
時
期
の
見
直
し
に
伴
い
、
平
成
27
年
度
は

社
会
保
障
費
へ
の
充
当
資
金
が
当
初
計
画
よ
り
４
５
０
０
億
円
程
度

減
少
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
既
に
介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
が
報
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。
社
会
保
障
費
の
増
加
の
背
景
に
あ
る
の
が
、
急
速

な
高
齢
化
の
進
展
と
そ
れ
に
よ
る
人
口
の
減
少
で
す
が
、
実
際
に
ど

の
程
度
な
の
か
、
当
院
か
ら
半
径
３
㎞
以
内
の
地
域
に
つ
い
て
調
べ

て
み
ま
し
た
。
人
口
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
０
年
の
時
点
で
、
約

６
万
８
４
０
０
人
の
方
が
お
住
ま
い
で
し
た
が
、
高
齢
化
の
ピ
ー
ク

と
さ
れ
る
２
０
２
５
年
に
は
、
約
６
万
１
６
０
０
人
に
減
少
す
る
と

予
測
さ
れ
て
お
り
、
65
歳
以
上
の
方
の
割
合
は
２
０
１
０
年
の
27
・

５
％
か
ら
２
０
２
５
年
に
は
35
・
１
％
に
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。
２
０
２
５
年
以
降
は
ど
う
か
と
い
う
と
65
歳
以
上
の
方
の

人
口
は
大
き
く
か
わ
り
ま
せ
ん
が
、
全
体
の
人
口
が
さ
ら
に
減
少
し

て
い
く
た
め
、
65
歳
以
上
の
方
の
割
合
は
増
加
し
、
２
０
４
０
年
に

は
約
40
％
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
限

ら
れ
た
医
療
資
源
で
対
応
し
て
い
く
た
め
、
医
療
機
関
を
機
能
別
に

分
類
し
役
割
分
担
し
て
い
く
と
と
も
に
在
宅
ケ
ア
と
の
連
携
を
ス

ム
ー
ス
に
行
う
た
め
、「
地
域
包
括
ケ
ア
」
と
し
て
、
小
中
学
校
区

の
単
位
で
関
係
者
が
集
ま
り
、
高
齢
者
の
方
を
見
守
り
な
が
ら
、
適

切
な
医
療
や
介
護
が
受
け
ら
れ
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
院
も
病
院
の
他
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
を
運
営
し
て
お
り
、
地
域
の
診
療
所
の
先
生
方
、
ま
た

介
護
施
設
、
訪
問
事
業
者
の
方
と
連
携
し
、「
地
域
包
括
ケ
ア
」
の

充
実
に
寄
与
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
「
よ
り
良
い
医
療
を
、
よ
り
安
く
、
よ
り
多
く
の
方
に
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

昨
年
、
日
本
各
地
で
は
広
島
の

土
砂
災
害
や
御
嶽
山
の
噴
火
な

ど
自
然
災
害
に
よ
り
多
く
の
人

が
命
を
落
と
し
ま
し
た
。
報
道
を

通
し
て
人
と
人
と
の
絆
を
再
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

看
護
部
で
は
昨
年
、
新
仁
会
グ
ル
ー
プ
看
護
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
特
別
発
表
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
研
究
発
表
を
通
し
て
、

看
護
の
専
門
性
や
、
ケ
ア
を
繋
ぐ
連
携
す
る
力
、
英
知
に
基
づ
い

た
創
造
す
る
力
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、

全
国
ど
こ
で
も
『
看
護
』
は
変
わ
ら
ず
、
同
じ
目
標
を
持
っ
た
素

晴
ら
し
い
仲
間
が
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

昨
年
４
月
に
就
職
し
た
新
卒
者
は
、
社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー

と
、看
護
師
と
し
て
の
知
識
や
技
術
を
自
分
の
物
に
し
よ
う
と
日
々

奮
闘
を
し
て
い
ま
す
。
経
験
や
失
敗
か
ら
沢
山
の
学
び
を
得
て『
看

護
』
を
考
え
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

８
月
に
は
日
越
経
済
協
力
に
よ
る
、
ベ
ト
ナ
ム
人
看
護
師
候
補

生
が
新
た
な
メ
ン
バ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
２
月
に
実
施
さ
れ
る
看

護
師
国
家
試
験
に
む
け
て
現
在
猛
勉
強
中
で
す
。

看
護
は
、
看
護
師
一
人
一
人
が
ケ
ア
を
繋
ぐ
力
が
大
切
で
あ
り
、

人
と
人
と
の
絆
に
よ
っ
て
チ
ー
ム
と
し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

経尿道的に肥大した腺腫を
ホルミウムレーザーで剥離する

ホルミウム
レーザー

モルセレーター

腺腫を剥離

腺腫を膀胱内へ核出

膀胱外へ摘出

尿道
膀胱膀胱

核出した腺腫を膀胱内へ落とす

モルセレーターで線腫を細片化し
吸引して摘出する
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（ICT［院内感染対策チーム］・抗がん剤業務担当）

図３

図２

図１
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前立腺肥大症の治療
法の

いろいろ
泌尿器科　糸 井  俊 之 医師

TOPICS

前
立
腺
肥
大
症
と
は
膀
胱
の
下
部
に
あ
る
前
立
腺
が

肥
大
し
て
尿
道
を
圧
迫
し
、
排
尿
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
症
状
を
引
き
起
こ
す
病
気
で
す
（
図
１・
２
）。
前
立

腺
肥
大
症
の
患
者
数
は
増
え
続
け
て
お
り
、
現
在
で
は

50
歳
以
上
の
男
性
の
2
割
以
上
が
罹
患
し
て
い
ま
す
。

前
立
腺
が
肥
大
す
る
原
因
は
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
男
性
ホ
ル
モ
ン
を
含
む
性
ホ
ル
モ
ン
の
変
化

や
加
齢
が
関
与
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

前
立
腺
肥
大
症
の
治
療
は
、
薬
物
治
療
と
手
術
療
法

に
大
別
さ
れ
ま
す
。
一
般
的
に
は
ま
ず
薬
物
治
療
が
行
わ

れ
、
効
果
が
不
十
分
な
場
合
に
手
術
療
法
を
選
択
し
ま
す
。

薬
物
治
療
と
し
て
は
、
前
立
腺
平
滑
筋
に
分
布
す
る

交
感
神
経
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
り
前
立
腺
平
滑

筋
の
緊
張
を
緩
め
て
尿
道
の
圧
迫
を
解
除
す
る
α
1
遮

断
薬
が
第
一
選
択
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。
他
に
前

立
腺
自
体
を
縮
小
す
る
ホ
ル
モ
ン
剤
や
前
立
腺
の
む
く

み
・
炎
症
を
と
る
植
物
製
剤
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
治

療
し
ま
す
。

手
術
療
法
に
は
開
腹
手
術
と
内
視
鏡
手
術
が
あ
り
ま

す
。
大
き
な
前
立
腺
肥
大
の
場
合
に
は
開
腹
手
術
を
行

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
通
常
は
尿
道
か
ら
内
視
鏡
を

挿
入
し
て
電
気
メ
ス
で
前
立
腺
を
切
除
す
る
「
経
尿
道

的
前
立
腺
切
除
術
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
最
近
で
は
レ
ー

ザ
ー
を
用
い
た
新
し
い
内
視
鏡
手
術
（
経
尿
道
的
前
立

腺
核
出
術
：HoLEP

）
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
（
図
３
）。

こ
の
手
術
で
は
、
出
血
や
再
発
を
防
ぎ
や
す
く
な
り
ま

す
。
当
院
で
も
昨
年
5
月
よ
り
導
入
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
20
例
の
方
に
行
っ
て
い
ま
す
。

他
に
心
臓
病
な
ど
の
合
併
症
の
た
め
手
術
が
困
難
な

場
合
、
前
立
腺
肥
大
に
よ
り
圧
迫
さ
れ
た
尿
道
に
金
属

製
の
筒
状
の
も
の
を
入
れ
る
「
尿
道
ス
テ
ン
ト
留
置
」

を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
2
〜
3
年
毎
の
交
換
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

前
立
腺
肥
大
症
に
対
す
る
治
療
法
は
多
岐
に
渡
り
ま

す
。
患
者
さ
ん
の
自
覚
症
状
及
び
他
覚
症
状
に
加
え
、

年
齢
や
全
身
状
態
を
考
慮
し
て
治
療
法
を
決
定
し
て
い

ま
す
。

私
た
ち
薬
剤
師
が
２
０
１
５
年

1
月
か
ら
全
て
の
病
棟
に
常
駐
し
て

い
ま
す
。

患
者
様
の
中
に
は
、「
お
薬
は
調

剤
薬
局
で
も
ら
う
の
が
当
た
り
前
の

時
代
に
、
病
院
の
薬
剤
師
は
ど
ん
な

仕
事
を
し
て
い
る
の
か
？
」
と
疑
問

に
思
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

私
た
ち
病
院
薬
剤
師
の
仕
事
は
、

患
者
様
の
入
院
中
の
お
薬
や
点
滴
の

準
備
、
抗
が
ん
剤
の
調
製
、
病
室
に

お
伺
い
し
て
の
お
薬
の
飲
み
方
や
副

作
用
の
説
明
な
ど
で
す
。

新
し
い
仕
事
と
し
て
病
棟
に
常
駐

す
る
こ
と
に
よ
り
患
者
様
の
状
態
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
、
最
適
な
薬
物
療
法
を
提
供
で

き
る
体
制
に
な
り
ま
し
た
。
医
薬
品

の
適
正
使
用
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
有
効
性
、
安
全
性
の
向
上
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
薬
あ
る
と
こ
ろ
薬
剤
師
あ
り
」

薬
に
対
し
て
私
た
ち
薬
剤
師
が
責
任

を
持
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
ス

タ
ッ
フ
と
連
携
し
、
そ
の
中
で
処
方

支
援
等
の
専
門
性
を
活
か
し
な
が
ら

病
棟
薬
剤
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
１
５
年
頭
に
当
た
り

 

院
長
　
湊
　
泉

地
域
包
括
ケ
ア
の
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実
に
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て

 

事
務
局
長
　
奥
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敏
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人
と
人
と
の
絆
が
チ
ー
ム
の
成
長
に

 

看
護
部
長
　
白
川 

悦
子

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

臨
港
病
院
は
本
年
も
引
き
続
き

地
域
の
皆
様
に
安
全
で
良
質
な
医

療
を
提
供
し
、
皆
様
が
安
心
し
て

健
康
に
過
ご
せ
る
よ
う
つ
と
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

外
来
に
つ
い
て
は
、
電
子
カ
ル

テ
を
導
入
し
て
以
来
、
カ
ル
テ
準
備
、
会
計
処
理
な
ど
事
務
的
作

業
は
大
幅
に
効
率
が
よ
く
な
り
、
受
付
会
計
処
理
の
時
間
が
短
く

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
診
察
の
受
け
方
が
変
わ
り
患
者

さ
ん
は
戸
惑
わ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
わ
か
り
や
す
い

ご
案
内
を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
大
事
な
個

人
情
報
を
安
全
に
管
理
す
る
と
と
も
に
、
電
子
カ
ル
テ
の
障
害
時

の
対
策
等
を
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

入
院
で
は
薬
剤
師
の
病
棟
で
の
業
務
を
増
や
し
、
以
前
に
ま
し

て
安
全
に
薬
を
お
使
い
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま

で
は
薬
剤
管
理
の
一
部
を
看
護
師
が
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の

業
務
が
軽
減
さ
れ
、
よ
り
一
層
看
護
業
務
に
注
力
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

病
気
の
診
断
法
、
治
療
法
は
年
々
多
様
化
、
高
度
化
し
て
い
ま

す
が
、
当
院
で
も
最
新
の
情
報
を
取
り
入
れ
多
く
の
患
者
さ
ん
に

満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。
し
か
し
、
年
々
外
来
患

者
さ
ん
が
増
え
、
新
規
の
患
者
さ
ん
や
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
が

で
き
な
い
状
況
が
で
て
き
て
い
ま
す
。
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
増
や
せ

れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
医
師
、
看
護
師
と
も
不
足
し
て
お
り
簡
単

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
外
来
診
療
で
済
ま
せ
ら
れ
る
場
合

は
診
療
所
で
、
精
密
検
査
や
入
院
が
必
要
な
場
合
は
病
院
へ
、
と

い
う
よ
う
に
診
療
所
と
病
院
を
う
ま
く
使
っ
て
い
た
だ
く
病
診
連

携
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ご
自
宅
近
く
の
診
療

所
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

節
は
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
当
院
の
診
療
の
質
、
管
理
体
制
が
全
国
の
他
の
病
院

と
比
べ
て
ど
の
程
度
な
の
か
を
知
る
た
め
に
、
病
院
機
能
評
価
を

受
け
ま
す
。
今
回
は
５
年
ぶ
り
、
２
回
目
の
更
新
申
請
で
す
。
申

請
準
備
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
第
三
者
の
目
で
当
院
を
評

価
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
必
要
な
取
り
組
み
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
本
年
も
職
員
一
同
で
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
が
ん
ば
っ

て
い
き
ま
す
の
で
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
素
は
、
当
院
の
診
療
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
よ
り
は
じ
ま
り
ま

し
た
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革

で
す
が
、
消
費
税
の
増
税
時
期
の
見
直
し
に
伴
い
、
平
成
27
年
度
は

社
会
保
障
費
へ
の
充
当
資
金
が
当
初
計
画
よ
り
４
５
０
０
億
円
程
度

減
少
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
既
に
介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
が
報
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。
社
会
保
障
費
の
増
加
の
背
景
に
あ
る
の
が
、
急
速

な
高
齢
化
の
進
展
と
そ
れ
に
よ
る
人
口
の
減
少
で
す
が
、
実
際
に
ど

の
程
度
な
の
か
、
当
院
か
ら
半
径
３
㎞
以
内
の
地
域
に
つ
い
て
調
べ

て
み
ま
し
た
。
人
口
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
０
年
の
時
点
で
、
約

６
万
８
４
０
０
人
の
方
が
お
住
ま
い
で
し
た
が
、
高
齢
化
の
ピ
ー
ク

と
さ
れ
る
２
０
２
５
年
に
は
、
約
６
万
１
６
０
０
人
に
減
少
す
る
と

予
測
さ
れ
て
お
り
、
65
歳
以
上
の
方
の
割
合
は
２
０
１
０
年
の
27
・

５
％
か
ら
２
０
２
５
年
に
は
35
・
１
％
に
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。
２
０
２
５
年
以
降
は
ど
う
か
と
い
う
と
65
歳
以
上
の
方
の

人
口
は
大
き
く
か
わ
り
ま
せ
ん
が
、
全
体
の
人
口
が
さ
ら
に
減
少
し

て
い
く
た
め
、
65
歳
以
上
の
方
の
割
合
は
増
加
し
、
２
０
４
０
年
に

は
約
40
％
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
限

ら
れ
た
医
療
資
源
で
対
応
し
て
い
く
た
め
、
医
療
機
関
を
機
能
別
に

分
類
し
役
割
分
担
し
て
い
く
と
と
も
に
在
宅
ケ
ア
と
の
連
携
を
ス

ム
ー
ス
に
行
う
た
め
、「
地
域
包
括
ケ
ア
」
と
し
て
、
小
中
学
校
区

の
単
位
で
関
係
者
が
集
ま
り
、
高
齢
者
の
方
を
見
守
り
な
が
ら
、
適

切
な
医
療
や
介
護
が
受
け
ら
れ
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
院
も
病
院
の
他
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
を
運
営
し
て
お
り
、
地
域
の
診
療
所
の
先
生
方
、
ま
た

介
護
施
設
、
訪
問
事
業
者
の
方
と
連
携
し
、「
地
域
包
括
ケ
ア
」
の

充
実
に
寄
与
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
「
よ
り
良
い
医
療
を
、
よ
り
安
く
、
よ
り
多
く
の
方
に
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

昨
年
、
日
本
各
地
で
は
広
島
の

土
砂
災
害
や
御
嶽
山
の
噴
火
な

ど
自
然
災
害
に
よ
り
多
く
の
人

が
命
を
落
と
し
ま
し
た
。
報
道
を

通
し
て
人
と
人
と
の
絆
を
再
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

看
護
部
で
は
昨
年
、
新
仁
会
グ
ル
ー
プ
看
護
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
特
別
発
表
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
研
究
発
表
を
通
し
て
、

看
護
の
専
門
性
や
、
ケ
ア
を
繋
ぐ
連
携
す
る
力
、
英
知
に
基
づ
い

た
創
造
す
る
力
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、

全
国
ど
こ
で
も
『
看
護
』
は
変
わ
ら
ず
、
同
じ
目
標
を
持
っ
た
素

晴
ら
し
い
仲
間
が
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

昨
年
４
月
に
就
職
し
た
新
卒
者
は
、
社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー

と
、看
護
師
と
し
て
の
知
識
や
技
術
を
自
分
の
物
に
し
よ
う
と
日
々

奮
闘
を
し
て
い
ま
す
。
経
験
や
失
敗
か
ら
沢
山
の
学
び
を
得
て『
看

護
』
を
考
え
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

８
月
に
は
日
越
経
済
協
力
に
よ
る
、
ベ
ト
ナ
ム
人
看
護
師
候
補

生
が
新
た
な
メ
ン
バ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
２
月
に
実
施
さ
れ
る
看

護
師
国
家
試
験
に
む
け
て
現
在
猛
勉
強
中
で
す
。

看
護
は
、
看
護
師
一
人
一
人
が
ケ
ア
を
繋
ぐ
力
が
大
切
で
あ
り
、

人
と
人
と
の
絆
に
よ
っ
て
チ
ー
ム
と
し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

経尿道的に肥大した腺腫を
ホルミウムレーザーで剥離する

ホルミウム
レーザー

モルセレーター

腺腫を剥離

腺腫を膀胱内へ核出

膀胱外へ摘出

尿道
膀胱膀胱

核出した腺腫を膀胱内へ落とす

モルセレーターで線腫を細片化し
吸引して摘出する
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■ 路線バス（新潟交通）ご利用
　の場合 （いずれも臨港病院前下車）

◎国道7号新潟バイパス竹尾I.Cより約
　5km、紫竹山I.Cより約6km
◎みなとトンネル（入船側）からは、
　ランプ出口（北海道航路方面）で出て
　下さい。
　（その後案内看板あり）

アクセス情報は
ホームページで
より詳しく
お伝えしています

■ 自動車ご利用の場合

日本海

みなとトンネル
ランプ

案内
看板

●

船江町→

新発田→

新発田→←長岡

国道113号

栗
ノ
木
バ
イ
パ
ス

新潟空港→

竹尾
I.C

紫竹山
I.C

●火力発電所

●桃山小学校

●山の下中学校

●東区役所

●GS

●
ロ
ー
ソ
ン

●末広橋病院

上越新幹線

国道49号亀田バイパス

越後線

佐渡航路

柳都大橋

新潟みなと
トンネル

萬代橋

白新線

国道113
号

国道7号新潟バイパス

昭和シェル
（ガソリンスタンド）●

山
の
下
交
番
●

●
●

北
海
道
航
路

信
濃
川

新潟駅

新潟臨港病院

平和町

藤見町

赤道十字路

病室にうかがい、直接ご説明します

医師・看護師との連携も重要です

薬剤師の病棟常駐が
始まりました

薬剤部　主任　田中　智
（ICT［院内感染対策チーム］・抗がん剤業務担当）

図３

図２

図１



オフオン＆臨港病
院職員

の

臨港病
院職員

の

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
当

院
職
員
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
、
仕
事
や
オ
フ
タ
イ
ム
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ

の
職
員
の
お
気
に
入
り
や
、

行
っ
て
み
た
い
ス
ポ
ッ
ト
な

ど
で
話
を
伺
い
、
地
域
情
報

も
お
伝
え
す
る
欲
張
り
企
画

（
笑
）
で
す
。

Ｏ
Ｎ

― 

お
二
人
は
医
事
課
の
事
務
職
員
で
も
、
受
付
や
外
来
で
は
な

く
病
棟
に
お
ら
れ
ま
す
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を

さ
れ
て
い
ま
す
か
？

（
髙
橋
）
病
棟
の
「
ク
ラ
ー
ク
」
と
し
て
、
入
退
院
に
関
す
る
も

ろ
も
ろ
の
準
備
、
病
棟
に
か
か
っ
て
き
た
電
話
の
応
対
、
書
類

の
管
理
や
整
理
な
ど
の
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

― 

患
者
さ
ん
や
面
会
の
方
に
応
対
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
か
？

（
阿
部
）
ご
面
会
に
来
ら
れ
た
方
へ
病
室
を
ご
案
内
し
た
り
、
看
護

師
へ
の
取
り
次
ぎ
、
入
院
費
に
関
し
て
の
ご
説
明
や
診
断
書
や
証

明
書
な
ど
の
書
類
に
関
す
る
お
尋
ね
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

― 

仕
事
上
心
が
け
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
髙
橋
）
誤
り
が
無
い
よ
う
、
自
己
判
断
だ
け
に
頼
ら
ず
、
病
棟

の
看
護
師
な
ど
と
相
互
確
認
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

（
阿
部
）
自
分
か
ら
す
す
ん
で
挨
拶
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
病
棟
で
の
情
報
が
院
内
の
関
連
部
署
と
共
有
で
き
る
よ
う

「
早
め
の
連
絡
」
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

― 

こ
れ
か
ら
の
仕
事
上
の
抱
負
を
ど
う
ぞ
。

（
髙
橋
）
皆
さ
ん
に
頼
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努
め
た
い
で
す
。

（
阿
部
）
関
連
す
る
と
こ
ろ
へ
の
マ
メ
な
連
絡
を
行
っ
て
、「
か
ゆ

い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く
」
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｏ
Ｆ
Ｆ

― 

休
日
・
オ
フ
タ
イ
ム
の
過
ご
し
方
は
？

（
髙
橋
）
３
歳
の
息
子
、
家
族
と
一
緒
に
買
い
物
に
行
く
こ
と
が

多
い
で
す
ね
。
子
ど
も
の
買
い
物
と
い
う
よ
り
は
、
親
の
買
い

物
に
子
ど
も
に
付
き
合
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
す

ね
。
あ
と
、
い
ま
さ
ら
み
た
い
で
す
が
、
韓
流
ド
ラ
マ
に
は
ま

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
映
画
鑑
賞
も
好
き
で
す
よ
。

（
阿
部
）
私
は
小
学
生
の
こ
ろ
に
始
め
た
剣
道
を
続
け
て
い
て
、

休
日
も
道
場
や
学
校
の
子
供
へ
指
導
や
応
援
に
行
っ
て
い
ま
す
。

自
分
も
年
に
二
回
く
ら
い
大
会
に
出
た
り
し
て
い
ま
す
。
あ
と
は

友
達
と
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
た
り
…
で
す
ね
。 

― 
さ
て
、
２
０
１
５
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
「
や
っ
て
み

た
い
こ
と
」
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
阿
部
）
私
は
富
士
山
に
登
っ
て

み
た
い
で
す
。

（
髙
橋
）
家
族
み
ん
な
で
、
海
外

旅
行
に
行
き
た
い
で
す
！

（
阿
部
）ど
こ
に
行
き
た
い
で
す
か
？

（
髙
橋
）
や
っ
ぱ
り
韓
国
か
な
…

（
笑
）、
あ
と
ア
メ
リ
カ
。
家
族
で

ミ
ッ
キ
ー
が
好
き
な
の
で
デ
ィ
ズ

ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
ハ
リ
ウ
ッ
ド
に

行
っ
て
み
た
い
で
す
。

今
回
の
職
員

阿
部 

理
美 

さ
ん

　（
写
真
右
・
事
務
部 

医
事
課
）

髙
橋 

恵 

さ
ん

　（
写
真
左
・
事
務
部 

医
事
課
）

連載 第11回

プチレストラン Nomakichi（ノマキチ）
東区河渡本町22-16-3　TEL 271-9225
営業時間 11：30～14：30（ラストオーダー）
　　　　 17：30～21：00（ラストオーダー）
定 休 日 水曜、第３火曜

日本海

至 竹尾インター 至 逢谷内インター

山の下海浜公園

イオン新潟東

コメリパワー

au

至 市街（万代）

東区役所
●

●

●

●

至 

松
浜
橋
至 

ご
ざ
れ
や
阿
賀
橋

みなとトンネル

赤道十字路

平和町 河渡新町

藤見町

臨港病院
横七番町通

113

ら麺のりダー

Nomakichi
空港入口

大形本町

新潟空港

ス
ポ
ッ
ト
情
報

　
今
回
は
当
院
か
ら
車
で
約
10
分
、
東
区
河
渡
本
町
の
「
ノ
マ
キ

チ
」
さ
ん
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
雑
誌
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
も
多
い
有
名
店
で
す
。
髙
橋
さ
ん
、
阿
部
さ
ん
も
「
ず
っ

と
気
に
な
っ
て
い
た
」
と
の
こ
と
で
、
今
回
初
め
て
の
訪
問
と

な
り
ま
し
た
。

　
お
二
人
は
と
も
に
、
た
ら
こ
ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ス
の
オ
ム
ラ
イ
ス

を
注
文
（
写
真
上
、
サ
ラ
ダ
・
ス
ー
プ
の
セ
ッ
ト
で
税
込
９
９
４

円
）。
料
理
の
か
わ
い
ら
し
い
見
た
目
と
美
味
し
さ
、
お
店
の
雰
囲

気
に
と
て
も
満
足
さ
れ
、「
ま
た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
来
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
ハ
ン
バ
ー
グ
や
ド
リ
ア
、
パ
ス
タ
、
若
鶏
も
も

肉
の
ソ
テ
ー
（
写
真
中
、
セ
ッ
ト
で
税
込
１
０
５
８
円
）
な
ど
、

ラ
ン
チ
セ
ッ
ト
は
種
類
も
豊
富
に
揃
っ
て
い
ま
し
た
。

ランチタイム食事注文時に「臨港病院の広報誌を見
た」と伝えていただくと、ランチドリンクがサービ
スになります。（平成27年４月末まで）

新潟臨港病院
広報誌

■ 発行日：平成27年（2015年）1月26日
■ 発行人：新潟臨港病院 院長　湊　泉
■ 編　集：新潟臨港病院 広報委員会・地域連携センター企画広報室
〒950-0051  新潟市東区桃山町1丁目114番地3
TEL 025-274-5331（代）　FAX 025-274-4560　URL http://www.rinko-hp.com

●広報誌「みなと」に関するご意見・ご感想は、
　地域連携センター企画広報室  宛にお寄せ下さい。

みなとNo.40

外来診療案内

当院の外来休診日 ●土曜、日曜、祝祭日　●年末年始（12/30 ～１/３）　●創立記念日の午後（5月22日）　●８月13日

新潟臨港病院 平成27年２月予定

■ 重症・救急の場合を除き、予約の方の診療を優先しています。　■ 当日受付（予約無）で２科受診される方は１０：００までに受付においでください。

当院は日本医療機能評価機構の
医療機能評価認定病院です

●地域に貢献する病院

●地域に根ざしたトータル医療の提供
●生活習慣病や高齢化社会に対応した医療の提供
●予防医療の推進　●プライマリケアの実現
●ゆとりある空間の提供  ●朗らかで明るい職場づくり

理   念
基本方針

診療科 受付時間 月 火 水 木 金

内　科

午　前
8:30～11:00

一般内科・呼吸器・新患
4診  窪田　由希子

一般内科・呼吸器・新患
4診  窪田　由希子

一般内科・呼吸器・新患
4診  窪田　由希子

一般内科・呼吸器・新患
4診  窪田　由希子

消化器
4診  窪田　智之

消化器
5診  風間　咲美

消化器
5診  鈴木　裕

消化器
5診  井上　聡

消化器
5診  井上　聡

消化器
5診  鈴木　裕

腎臓
6診  大澤　豊
※診察は9：30から

腎臓
6診  大澤　豊
※診察は11：00から

6診  新大医師
※第1・3・5水曜のみ診察（予約のみ）

消化器
6診  窪田　智之

腎臓
6診  吉澤　和孝

一般内科・新患
7診  新大医師

呼吸器
7診  坂井　邦彦

一般内科・新患
7診  新大医師

呼吸器
7診  坂井　邦彦

一般内科・新患
7診  新大医師

呼吸器
8診  桶谷　典弘

呼吸器
8診  筒井　奈々子

腎臓
8診  霜鳥　孝
※診察は9：30から

呼吸器
8診  桶谷　典弘

呼吸器
8診  筒井　奈々子

─ ─ 13診  岡田　雅美
※第２・４水曜は６診で診察 ─ ─

午　後
予約制

（専門外来）
診療時間は
13:30～16:00
睡眠時無呼吸
症候群外来は
治療中の方対象

腎臓
8診  霜鳥　孝

※再来予約制

腎臓
6診  吉澤　和孝

※再来予約制

腎臓
6診  大澤　豊

※予約制

消化器
5診  風間　咲美
※診察室が変更になる場合があります

※再来予約制

─

─ ─
睡眠時無呼吸

7診  坂井　邦彦
※予約制

糖尿病
6診  村山　悟

※予約制
─

─ ─
呼吸器

8診  桶谷　典弘
※再来予約制（第3水曜は休診）

睡眠時無呼吸
8診  筒井　奈々子

※再来予約制
─

外科・こう門外科 午　前
8:30～11:00

9診  小林　孝
こう門外科紹介外来
9診  小林　孝

※予約制
9診  渡邊　隆興 9診  小林　孝 9診  渡邊　隆興

10診  八木　寛 10診  八木　寛 ─ 10診  渡邊　隆興 ─

整形外科
午　前

8:30～11:00
手の外科は外傷急患
以外は予約の方のみ

1診  佐藤　朗
※再来

1診  新大医師
※新患担当

1診  堀米　洋二
※再来

1診  植木　将人
※新患担当

1診  佐藤　朗
※再来

手の外科
2診  植木　将人

※予約制

手の外科
2診  松崎　浩徳

※予約制

手の外科
2診  松崎 または 植木

※予約制

2診  湊　　泉
※再来

手の外科
2診  松崎　浩徳

※予約制

11診  湊　　泉
※新患担当

14診  湊　　泉
※再来

10診  佐藤　朗
※新患担当 ─ 10診  堀米　洋二

※新患担当

眼　科 午　前
8:30～11:00 15診  橋本　昌美 15診  橋本　昌美 15診  橋本　昌美 15診  橋本　昌美 15診  橋本　昌美

産婦人科 午　前
8:30～11:00 14診  西山　藤司夫 ─ 14診  西山　藤司夫 14診  西山　藤司夫

　※2月中は休診
14診  西山　藤司夫

皮膚科 午　前
8:30～11:00 ─ 11診  坂本　ふみ子 11診  坂本　ふみ子 ─ 11診  坂本　ふみ子

歯科口腔外科

午　前
8:30～11:00 16診  岡野　篤夫 16診  岡野　篤夫 16診  岡野　篤夫 16診  岡野　篤夫 16診  岡野　篤夫

午　後
13:30～16:00
診療時間は14:00～16:00

16診  岡野　篤夫 16診  岡野　篤夫 義歯
16診  大学医師 16診  岡野　篤夫 16診  岡野　篤夫

泌尿器科

午　前
8:30～11:00 ─ 13診  糸井　俊之 13診  糸井　俊之

※第２・４水曜のみ診察
13診  新井　啓 13診  伊佐早　悦子

午　後
13:00～16:00㈪
13:00～15:00㈮
診療時間は13:30～16:00

13診  糸井　俊之 ─ ─ ─
女性泌尿器科外来

13診  伊佐早　悦子
※受付15:00まで

耳鼻咽喉科
午　後

13:00～16:00
診療時間は14:00～16:00

─ 12診  新大医師 ─ 12診  新大医師 ─

診察室 は診察室番号です。

http://www.rinko-hp.com

Niigata Rinko Hospital

新潟臨港病院広報誌
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TAKE FREE
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12月17日（水）、恒例のクリスマスコ
ンサートを１階エントランスロビーで
開催しました。
りゅーとぴあ（新潟市芸術文化会館）
専属オルガニストの山本真希さん、フ
ルート奏者の仲野享子さん、新潟市
ジュニア合唱団の皆さんにご出演い
ただきました。
ご出演の皆さま、りゅーとぴあスタッ
フの皆さま、ならびに天候の悪い中ご
来場下さった多くの皆さま、ありがと
うございました。

TOPICS
・薬剤師の病棟常駐が始まりましたINFORMATION

●●●●● 臨港病院職員のオン&オフ（第11回）

年頭ご挨拶

新潟臨港病院 外来診療案内
平成27年２月予定

ドクターズメモ vol.37
前立腺肥大症の治療法のいろいろ　泌尿器科　糸井 俊之 医師

（１月着任）新しい医師を紹介します

クリスマスコンサートを開催しました

当院ホームページ 当院
Facebookページ［スマートフォンにも対応］
ぜひ「いいね！」を！

吉
よし
澤
ざわ
 和
かず
孝
たか
 医師（内科・腎臓内科）

患者さんから学ぶという姿勢を堅持し、皆様の
お役にたてれば幸いと思っております。
よろしくお願いいたします。

読者
特典
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体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を

さ
れ
て
い
ま
す
か
？

（
髙
橋
）
病
棟
の
「
ク
ラ
ー
ク
」
と
し
て
、
入
退
院
に
関
す
る
も

ろ
も
ろ
の
準
備
、
病
棟
に
か
か
っ
て
き
た
電
話
の
応
対
、
書
類

の
管
理
や
整
理
な
ど
の
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

― 

患
者
さ
ん
や
面
会
の
方
に
応
対
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
か
？

（
阿
部
）
ご
面
会
に
来
ら
れ
た
方
へ
病
室
を
ご
案
内
し
た
り
、
看
護

師
へ
の
取
り
次
ぎ
、
入
院
費
に
関
し
て
の
ご
説
明
や
診
断
書
や
証

明
書
な
ど
の
書
類
に
関
す
る
お
尋
ね
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

― 

仕
事
上
心
が
け
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
髙
橋
）
誤
り
が
無
い
よ
う
、
自
己
判
断
だ
け
に
頼
ら
ず
、
病
棟

の
看
護
師
な
ど
と
相
互
確
認
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

（
阿
部
）
自
分
か
ら
す
す
ん
で
挨
拶
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
病
棟
で
の
情
報
が
院
内
の
関
連
部
署
と
共
有
で
き
る
よ
う

「
早
め
の
連
絡
」
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

― 

こ
れ
か
ら
の
仕
事
上
の
抱
負
を
ど
う
ぞ
。

（
髙
橋
）
皆
さ
ん
に
頼
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努
め
た
い
で
す
。

（
阿
部
）
関
連
す
る
と
こ
ろ
へ
の
マ
メ
な
連
絡
を
行
っ
て
、「
か
ゆ

い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く
」
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｏ
Ｆ
Ｆ

― 

休
日
・
オ
フ
タ
イ
ム
の
過
ご
し
方
は
？

（
髙
橋
）
３
歳
の
息
子
、
家
族
と
一
緒
に
買
い
物
に
行
く
こ
と
が

多
い
で
す
ね
。
子
ど
も
の
買
い
物
と
い
う
よ
り
は
、
親
の
買
い

物
に
子
ど
も
に
付
き
合
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
す

ね
。
あ
と
、
い
ま
さ
ら
み
た
い
で
す
が
、
韓
流
ド
ラ
マ
に
は
ま

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
映
画
鑑
賞
も
好
き
で
す
よ
。

（
阿
部
）
私
は
小
学
生
の
こ
ろ
に
始
め
た
剣
道
を
続
け
て
い
て
、

休
日
も
道
場
や
学
校
の
子
供
へ
指
導
や
応
援
に
行
っ
て
い
ま
す
。

自
分
も
年
に
二
回
く
ら
い
大
会
に
出
た
り
し
て
い
ま
す
。
あ
と
は

友
達
と
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
た
り
…
で
す
ね
。 

― 

さ
て
、
２
０
１
５
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
「
や
っ
て
み

た
い
こ
と
」
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
阿
部
）
私
は
富
士
山
に
登
っ
て

み
た
い
で
す
。

（
髙
橋
）
家
族
み
ん
な
で
、
海
外

旅
行
に
行
き
た
い
で
す
！

（
阿
部
）ど
こ
に
行
き
た
い
で
す
か
？

（
髙
橋
）
や
っ
ぱ
り
韓
国
か
な
…

（
笑
）、
あ
と
ア
メ
リ
カ
。
家
族
で

ミ
ッ
キ
ー
が
好
き
な
の
で
デ
ィ
ズ

ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
ハ
リ
ウ
ッ
ド
に

行
っ
て
み
た
い
で
す
。

今
回
の
職
員

阿
部 

理
美 

さ
ん

　（
写
真
右
・
事
務
部 

医
事
課
）

髙
橋 

恵 

さ
ん

　（
写
真
左
・
事
務
部 

医
事
課
）

連載 第11回

プチレストラン Nomakichi（ノマキチ）
東区河渡本町22-16-3　TEL 271-9225
営業時間 11：30～14：30（ラストオーダー）
　　　　 17：30～21：00（ラストオーダー）
定 休 日 水曜、第３火曜

日本海

至 竹尾インター 至 逢谷内インター

山の下海浜公園

イオン新潟東

コメリパワー

au
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●

●

●

●

至 

松
浜
橋
至 

ご
ざ
れ
や
阿
賀
橋

みなとトンネル

赤道十字路

平和町 河渡新町

藤見町

臨港病院
横七番町通

113

ら麺のりダー

Nomakichi
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大形本町

新潟空港

ス
ポ
ッ
ト
情
報

　
今
回
は
当
院
か
ら
車
で
約
10
分
、
東
区
河
渡
本
町
の
「
ノ
マ
キ

チ
」
さ
ん
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
雑
誌
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
も
多
い
有
名
店
で
す
。
髙
橋
さ
ん
、
阿
部
さ
ん
も
「
ず
っ

と
気
に
な
っ
て
い
た
」
と
の
こ
と
で
、
今
回
初
め
て
の
訪
問
と

な
り
ま
し
た
。

　
お
二
人
は
と
も
に
、
た
ら
こ
ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ス
の
オ
ム
ラ
イ
ス

を
注
文
（
写
真
上
、
サ
ラ
ダ
・
ス
ー
プ
の
セ
ッ
ト
で
税
込
９
９
４

円
）。
料
理
の
か
わ
い
ら
し
い
見
た
目
と
美
味
し
さ
、
お
店
の
雰
囲

気
に
と
て
も
満
足
さ
れ
、「
ま
た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
来
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
ハ
ン
バ
ー
グ
や
ド
リ
ア
、
パ
ス
タ
、
若
鶏
も
も

肉
の
ソ
テ
ー
（
写
真
中
、
セ
ッ
ト
で
税
込
１
０
５
８
円
）
な
ど
、

ラ
ン
チ
セ
ッ
ト
は
種
類
も
豊
富
に
揃
っ
て
い
ま
し
た
。

ランチタイム食事注文時に「臨港病院の広報誌を見
た」と伝えていただくと、ランチドリンクがサービ
スになります。（平成27年４月末まで）

新潟臨港病院
広報誌

■ 発行日：平成27年（2015年）1月26日
■ 発行人：新潟臨港病院 院長　湊　泉
■ 編　集：新潟臨港病院 広報委員会・地域連携センター企画広報室
〒950-0051  新潟市東区桃山町1丁目114番地3
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●広報誌「みなと」に関するご意見・ご感想は、
　地域連携センター企画広報室  宛にお寄せ下さい。
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外来診療案内

当院の外来休診日 ●土曜、日曜、祝祭日　●年末年始（12/30 ～１/３）　●創立記念日の午後（5月22日）　●８月13日

新潟臨港病院 平成27年２月予定

■ 重症・救急の場合を除き、予約の方の診療を優先しています。　■ 当日受付（予約無）で２科受診される方は１０：００までに受付においでください。

当院は日本医療機能評価機構の
医療機能評価認定病院です

●地域に貢献する病院

●地域に根ざしたトータル医療の提供
●生活習慣病や高齢化社会に対応した医療の提供
●予防医療の推進　●プライマリケアの実現
●ゆとりある空間の提供  ●朗らかで明るい職場づくり

理   念
基本方針

診療科 受付時間 月 火 水 木 金

内　科

午　前
8:30～11:00

一般内科・呼吸器・新患
4診  窪田　由希子

一般内科・呼吸器・新患
4診  窪田　由希子

一般内科・呼吸器・新患
4診  窪田　由希子

一般内科・呼吸器・新患
4診  窪田　由希子

消化器
4診  窪田　智之

消化器
5診  風間　咲美

消化器
5診  鈴木　裕

消化器
5診  井上　聡

消化器
5診  井上　聡

消化器
5診  鈴木　裕

腎臓
6診  大澤　豊
※診察は9：30から

腎臓
6診  大澤　豊
※診察は11：00から

6診  新大医師
※第1・3・5水曜のみ診察（予約のみ）

消化器
6診  窪田　智之

腎臓
6診  吉澤　和孝

一般内科・新患
7診  新大医師

呼吸器
7診  坂井　邦彦

一般内科・新患
7診  新大医師

呼吸器
7診  坂井　邦彦

一般内科・新患
7診  新大医師

呼吸器
8診  桶谷　典弘

呼吸器
8診  筒井　奈々子

腎臓
8診  霜鳥　孝
※診察は9：30から

呼吸器
8診  桶谷　典弘

呼吸器
8診  筒井　奈々子

─ ─ 13診  岡田　雅美
※第２・４水曜は６診で診察 ─ ─

午　後
予約制

（専門外来）
診療時間は
13:30～16:00
睡眠時無呼吸
症候群外来は
治療中の方対象

腎臓
8診  霜鳥　孝

※再来予約制

腎臓
6診  吉澤　和孝

※再来予約制

腎臓
6診  大澤　豊

※予約制

消化器
5診  風間　咲美
※診察室が変更になる場合があります

※再来予約制

─

─ ─
睡眠時無呼吸

7診  坂井　邦彦
※予約制

糖尿病
6診  村山　悟

※予約制
─

─ ─
呼吸器

8診  桶谷　典弘
※再来予約制（第3水曜は休診）

睡眠時無呼吸
8診  筒井　奈々子

※再来予約制
─

外科・こう門外科 午　前
8:30～11:00

9診  小林　孝
こう門外科紹介外来
9診  小林　孝

※予約制
9診  渡邊　隆興 9診  小林　孝 9診  渡邊　隆興

10診  八木　寛 10診  八木　寛 ─ 10診  渡邊　隆興 ─

整形外科
午　前

8:30～11:00
手の外科は外傷急患
以外は予約の方のみ

1診  佐藤　朗
※再来

1診  新大医師
※新患担当

1診  堀米　洋二
※再来

1診  植木　将人
※新患担当

1診  佐藤　朗
※再来

手の外科
2診  植木　将人

※予約制

手の外科
2診  松崎　浩徳

※予約制

手の外科
2診  松崎 または 植木

※予約制

2診  湊　　泉
※再来

手の外科
2診  松崎　浩徳

※予約制

11診  湊　　泉
※新患担当

14診  湊　　泉
※再来

10診  佐藤　朗
※新患担当 ─ 10診  堀米　洋二

※新患担当

眼　科 午　前
8:30～11:00 15診  橋本　昌美 15診  橋本　昌美 15診  橋本　昌美 15診  橋本　昌美 15診  橋本　昌美

産婦人科 午　前
8:30～11:00 14診  西山　藤司夫 ─ 14診  西山　藤司夫 14診  西山　藤司夫

　※2月中は休診
14診  西山　藤司夫

皮膚科 午　前
8:30～11:00 ─ 11診  坂本　ふみ子 11診  坂本　ふみ子 ─ 11診  坂本　ふみ子

歯科口腔外科

午　前
8:30～11:00 16診  岡野　篤夫 16診  岡野　篤夫 16診  岡野　篤夫 16診  岡野　篤夫 16診  岡野　篤夫

午　後
13:30～16:00
診療時間は14:00～16:00

16診  岡野　篤夫 16診  岡野　篤夫 義歯
16診  大学医師 16診  岡野　篤夫 16診  岡野　篤夫

泌尿器科

午　前
8:30～11:00 ─ 13診  糸井　俊之 13診  糸井　俊之

※第２・４水曜のみ診察
13診  新井　啓 13診  伊佐早　悦子

午　後
13:00～16:00㈪
13:00～15:00㈮
診療時間は13:30～16:00

13診  糸井　俊之 ─ ─ ─
女性泌尿器科外来

13診  伊佐早　悦子
※受付15:00まで

耳鼻咽喉科
午　後

13:00～16:00
診療時間は14:00～16:00

─ 12診  新大医師 ─ 12診  新大医師 ─

診察室 は診察室番号です。

http://www.rinko-hp.com

Niigata Rinko Hospital
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TAKE FREE

Contents

八坂神社　京都市東山区　 撮影：霜鳥  孝  顧問
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12月17日（水）、恒例のクリスマスコ
ンサートを１階エントランスロビーで
開催しました。
りゅーとぴあ（新潟市芸術文化会館）
専属オルガニストの山本真希さん、フ
ルート奏者の仲野享子さん、新潟市
ジュニア合唱団の皆さんにご出演い
ただきました。
ご出演の皆さま、りゅーとぴあスタッ
フの皆さま、ならびに天候の悪い中ご
来場下さった多くの皆さま、ありがと
うございました。

TOPICS
・薬剤師の病棟常駐が始まりましたINFORMATION

●●●●● 臨港病院職員のオン&オフ（第11回）

年頭ご挨拶

新潟臨港病院 外来診療案内
平成27年２月予定

ドクターズメモ vol.37
前立腺肥大症の治療法のいろいろ　泌尿器科　糸井 俊之 医師

（１月着任）新しい医師を紹介します

クリスマスコンサートを開催しました

当院ホームページ 当院
Facebookページ［スマートフォンにも対応］
ぜひ「いいね！」を！

吉
よし
澤
ざわ
 和
かず
孝
たか
 医師（内科・腎臓内科）

患者さんから学ぶという姿勢を堅持し、皆様の
お役にたてれば幸いと思っております。
よろしくお願いいたします。

読者
特典


